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第二次大戦の田渕㈹  

緒戦期ぬ成果 

椚002訓 松山大学 湊 晋平 m 軸   

③欝一線日本柳億工丸学推力  

があり、この結果  

◎予想む上回るスピード醐蔽   

を成功したのは額在のビジネスプロセスのアジ  

叫加減果と通ずるものが払説（示池   

3。比島攻略作戦   
棚）1射撃のマニラ功喩ま予想以上の  

早さで達成した。この成功は  

①海軍基地腕怨細糊こよる比島湘航空部隊の早   

期蝉鍼に成功したこと  

⑳米圃の′くターン判締後過こよるマニラ放   

棄㍍批点政略の作戦は当初に充分分析される必   

要があった   

吼鱒印・日脚攻   
今柑朝等軍の16．軍はセレベス島＿圃．咽を当初  

にポ′レネ将1【り、スマトラ節句、ジャバ島  

㈹を攻略したこれも予想以上の成果とスピード  

であったこの卿因として  

①制醜榊醐得  

② 陸軍部隊の卓越した士気と戦闘能力  

③醐精した士気  

◎妙日本軍′瑚  

があげ賊   
瀬棚羽凍洋細流動Lβ．9へ4恥  

英㈱したが、こ㈱さらに強力  

に属開し独功膵臓頚讃することば戦略的  

に重要であり、こ側た日本の戦縮指  
導用拙さが際呈しnヽ乱   

5。嘲 5旬   
日本圃胡聯弧萄勢鮒撃を  

緻ナ、戦域を拡大してきたが、やがて米軍も当初  
の打撃から立ち直り、この‡勒、ら互角の戦とな  

って来た日本軍も当初排熱甥軌、も知＼注意  
力不足㈱、臓犯すようになる。珊瑚海  
淘紛珊瑚噺的悶胡卿」を得た択∴周囲こよる戦  

果拡大を失しまたがートモレス側路  
的目的を達成できなかった㈱戦功し  

なかっ爛として  

まえがき   

筆酎は第1報一己1糾1年12月の／、ワイ拘戦か  

ら19ゼ年5月の瑚糊拘拘哨濾でを緒戦糊としぐ区  

分した。   

この間臥日割お、ワイ軸町乙81粥l）をもって  

開戦し同嘲ごマレー半島の敵前上陸こ成功し  

ロ2．軌マレづ嘲別相思咽で殉総説朗娩鼠番線  

占喝1喝、比島マニラ刃卿21喝、シンガポー  

ノ嘲咽に成功したさらに続いて糊印の攻  

嘩．1恥ベン炒御覧吼均  

等、東西ほ戦域澄拡決した。   
しかしパプアのポートモレスピーを攻略しよう  

として御礼5喝を生起し晰勝  
利を得たが、戦略目的を達成することに失敗した。   

緒戦糊虻おいてIこ蛸働こより、期  

待以上の大勝を得たが、諏醐断  
を招き、その後の失敗′＼と継がっていく。   

且。ハワイ錦町汎用明   

日本海軍は」開戦窮頭′、ワイ真珠湾に在泊中の  

米太亘搾橋脚）主力紳眈放した。日米国民  

にとっても秋山来串であり、その効県は表  

のごとく整理で封説こ棚として  

も極め「摘   ① 日  

く優れていたこと  

②湘動も日酬細く評価心、油断   
していたこと  

③ 日柵明卿備脚こ行うとともに機   
密保持こ努力したこと  

などがあげられ㌫それにしても最後通倍の辟の  

日本外務省の外交稚きの不調窮鼠大きな失地  

でありその責任は追及されなl朝川ばならな－＼   

2。マレー・東面l職   

山下奉文将軍の訪軍がマレー半剋こ上適しよ  

り強力な兵力叡怜′：嘆軍畑破してシンガオトリレ  

に快進撃したこと、およて醐細物も  
洋上はるかに脚眈したことは高く評価さ  

れn、る。士朗として  
①強力な墓地細隊㈱による楓制海   

権の獲得  

②陸蜘  

職制晦  ① 日  

権が得舶、ところで無㈱た。   
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②緒軌側言し脚コ叩こ   

見積もっていと  

（診 作噺醐如享欠けていた。  

④ 剛と鋼索紡）不手   
際と不運  

等があげられる。   

まとめ  

① 真珠湾の奇襲成功に代表される日本軍の   

赫々たる戦果と、醐ま日本国民を戦争   

の前途に楽観と油断をもたらした。  

② また、東㈱ことって碓対的であった   

白人苅妃の聞落を知らしめ、機雛榊虫立   

のきっかけとなった。  

③ しかし、連創司帆は日 

迄の過少評価の詑識を改め、棉こ米国はその巨   

大な工業力を動員して戦争参入に務めるよう   

になった  

・酬困  

① 日本梅軍の榊城功と、その後の活躍   
により東醐こおける制海権早期獲得が緒戦   

の作戦を成功させた長大の原因  

② 少酬搭乗員のすく甘lた術力が  
制相磯凧こ責献し、醐こ大きく寄与   
した。  

③植民嶋拍戦こたづ速急国地上兵力に対し、日本   

軍瀞こ兵力を集中し、優勢噺漕た。  
④ 第一一備で戦った日本軍将兵の創意工夫と学習   

能力の高さがよき成果につながった。  

⑤ 予想を得えるスピードでの攻勢とその成功が   

士気局線を持たらし、戦果勧拡大u㌔   
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真珠湾奇襲攻撃の成果  

1、東商アジア進攻における米   

太平洋艦隊の妨害を排除。  

2．東商アジア進攻に全面的   

支援とゆとりを与える。  

3、対米戦争ゐ前途に対して  

明るさと希望をもたらした。  

1、対日戦争に対して国内団結  

2、空母艦隊が損害を免れる。  
3、旧式戦艦隊を喪失したが、引き   

提げや修理可能で後再使用。  

4J戦艦熟練乗組員の他の艦船への  

転用を図る。  

5、補給支援設備が損害を免れる。  

メリット  

1、レインボー作戦の実行不可能▲  

になる。  

2、米飯土の比島、グアム、ウエーク  

を喪失して守勢にたつ。  

3、英・酪植民地の失阻を招き反攻  

時期遅れる。  

】＿∴外交連絡の連れが”だまし  

討ち”の汚名を被る。  

2、対米戦争の前j針こ対して  

油断を生じたこと。  

3、米空母艦隊を見逃したこと  

4、補給支援設備等の攻撃不徹底  

デメリット  
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